
精
神
科
医
艤
史
研
究
会
編
集

「
長
山
泰
政
先
生
著
作
集
」

「
精
神
病
者
及
び
精
神
異
常
者
を
精
神
病
院
外
の
自
由
な
る
天
地
で

医
学
的
（
精
神
病
学
的
並
に
精
神
衛
生
学
的
）
或
は
社
会
的
見
地
よ
り
、
患

者
の
生
活
状
態
を
出
来
得
る
限
り
侵
害
せ
ず
に
、
各
人
に
適
し
た
方
法

で
保
護
す
る
」
の
が
「
院
外
保
護
」
と
い
う
（
長
山
泰
政
「
独
逸
公
立
精

し
て
推
薦
し
た
り
、
北
里
柴
三
郎
の
伝
染
病
研
究
所
の
設
立
に
協
力
し

た
り
、
明
治
六
年
に
は
慶
応
義
塾
医
学
所
を
開
設
し
た
り
し
て
、
日
本

の
西
洋
医
学
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
た
こ
と
を
、
本
耆
は
余
す
こ
と
な

く
記
し
て
お
り
、
医
者
の
み
た
諭
吉
像
に
よ
く
迫
っ
て
お
り
一
気
に
読

め
る
好
著
で
あ
る
。

最
後
に
、
慶
応
義
塾
の
北
里
講
堂
の
二
階
の
会
議
室
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
、
諭
吉
の
医
者
に
贈
る
た
め
の
、
七
言
絶
句
の
漢
詩
に
つ
い
て
触

れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
病
気
を
治
す
の
は
自
然
（
神
）

で
あ
る
な
ん
て
思
っ
て
く
れ
る
な
。
毎
日
勉
強
し
て
い
る
医
師
の
自
分

が
治
し
て
や
る
と
お
も
い
な
さ
い
。
自
然
が
治
す
ん
だ
か
ら
、
た
だ
見

て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
患
者
を
見
た
ら
千
里
の
先
ま

で
、
手
の
裏
ま
で
見
通
し
、
孫
の
手
の
よ
う
に
、
患
者
の
か
ゆ
い
と
こ

ろ
の
隅
々
ま
で
手
の
届
く
よ
う
な
、
そ
う
い
う
医
者
に
な
り
な
さ
い
」
。

（
川
鳥
眞
人
）

〔
中
央
公
論
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醜
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京
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央
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京
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’
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電
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三
’
三
五
六

三
’
一
四
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、
一
九
九
六
年
十
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、
新
書
判
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二
三
五
頁
、
七
二
○
円
〕

神
病
院
に
於
け
る
精
神
病
者
の
看
護
並
に
保
護
事
業
」
）
。
ド
イ
ツ
語
の
Ｑ
‐

註
．
①
湧
旨
三
四
日
の
ｇ
①
胃
刷
自
照
を
訳
し
て
「
院
外
保
護
」
と
呼
ん

だ
。
こ
の
名
称
を
作
り
、
日
本
で
初
め
て
院
外
保
護
を
実
施
し
た
先
駆

者
が
、
精
神
科
医
長
山
泰
政
（
一
八
九
三
～
一
九
八
六
）
で
あ
る
。

精
神
科
医
療
史
研
究
会
編
集
の
『
長
山
泰
政
先
生
著
作
集
」
に
よ
る

と
、
長
山
は
府
立
大
阪
医
科
大
学
（
今
の
大
阪
大
学
医
学
部
）
精
神
病
理

学
教
室
に
所
属
し
て
い
た
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
四
月
、
和
田
豊
種
精

神
病
学
教
授
、
長
崎
仙
太
郎
薬
物
学
教
授
ら
と
ョ
－
ロ
ッ
パ
視
察
の
旅

に
出
た
。
ベ
ル
リ
ン
に
着
く
と
和
田
教
授
か
ら
「
君
は
ド
イ
ツ
に
残
っ

て
研
究
す
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
長
山
は
ド
イ
ツ
に
残
り
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
で
精
神
病
理
学
を
研
究
。
た
ま
た
ま
ハ
ン
ブ
ル
グ
で
精
神
病
理
学

講
習
会
に
出
席
し
、
シ
モ
ン
の
「
最
新
の
作
業
療
法
」
、
コ
ル
プ
の
「
精

神
病
者
の
院
外
保
護
」
の
講
義
に
感
銘
し
、
ド
イ
ツ
国
内
一
九
カ
所
の

公
立
精
神
病
院
を
数
カ
月
間
、
詳
細
に
視
察
調
査
し
た
。
帰
国
後
は
大

学
に
戻
ら
ず
、
大
阪
府
立
中
宮
病
院
に
勤
め
、
作
業
療
法
、
院
外
保
護
、

家
族
看
護
を
実
施
し
、
海
外
の
事
情
な
ど
を
記
し
て
論
文
を
次
々
と
発

表
し
た
が
、
神
経
学
雑
誌
に
は
受
理
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
（
日
本
作

業
療
法
士
協
会
精
神
科
作
業
療
法
基
準
委
員
会
「
長
山
先
生
訪
問
記
」
）

著
作
集
の
第
一
部
著
作
で
は
、
「
欧
州
精
神
病
院
に
於
け
る
作
業
療

法
」
な
ど
の
論
文
、
随
筆
、
滞
欧
日
記
な
ど
二
十
篇
余
り
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
長
山
は
論
文
「
精
神
病
者
の
院
外
療
護
特
に
院
外
保
護
に
就

て
」
で
、
ド
イ
ツ
で
広
く
行
わ
れ
て
い
る
病
院
外
保
護
の
推
進
と
、
保

護
医
と
保
護
員
の
き
ち
ん
と
し
た
養
成
を
訴
え
て
い
る
。
保
護
医
は
精

神
病
者
の
院
外
保
護
で
、
患
者
を
指
導
・
監
督
・
保
護
す
る
精
神
科
医
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第
二
部
の
「
長
山
泰
政
先
生
の
生
涯
と
そ
の
人
」
で
は
、
精
神
科
の

医
師
や
親
族
な
ど
縁
の
人
々
が
長
山
の
思
い
出
と
業
績
を
語
っ
て
い

る
。
長
山
は
、
論
文
の
中
で
保
護
医
は
病
院
内
に
居
住
す
る
か
、
保
護

区
域
内
主
要
地
に
居
住
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
よ
う
に
、
勤
務
し
た
中

宮
病
院
か
ら
二
キ
ロ
以
内
の
地
に
住
居
を
か
ま
え
、
終
生
そ
こ
に
住
ん

だ
。
そ
し
て
自
宅
を
開
放
し
、
患
者
さ
ん
や
病
院
職
員
た
ち
と
家
族
ぐ

医
史
学
に
興
味
を
も
っ
者
に
は
、
長
山
が
言
い
た
「
精
神
衛
生
』
中

の
「
精
神
衛
生
の
歴
史
」
と
、
第
三
部
「
作
業
治
療
・
院
外
治
療
の
歴

史
」
で
岡
田
靖
雄
氏
が
書
き
下
ろ
し
た
「
日
本
で
の
精
神
科
作
業
治
療

な
ら
び
に
精
神
疾
患
患
者
院
外
治
療
の
歴
史
（
敗
戦
前
こ
が
参
考
に
な

だ
。
そ
し
て

る
み
で
交
わ

と
明
言
し
て
い
る
。

で
あ
り
、
保
護
医
を
補
佐
す
る
の
が
保
護
員
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は

「
院
外
保
護
に
対
す
る
異
論
及
び
疑
惑
」
に
も
言
及
し
、
院
外
保
護
が

「
社
会
の
公
安
及
び
道
徳
等
が
頗
る
危
険
と
な
る
」
と
い
う
意
見
に
対

し
、
こ
の
よ
う
な
不
安
を
取
り
除
く
の
が
院
外
保
護
の
任
務
で
あ
る
、

る
0

（
蔵
方
宏
昌
）
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ソ
た
と
い
う
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